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５月 1８日(木)に、人数制限・時間制限等の感染拡大防止対策による様々な制限のない、
全校一斉での参観日を４年ぶりに開催することができました。ご多用の中、大変多くの保
護者の皆様に、授業参観及び学級懇談会にご参加いただき、ありがとうございました。年
度当初の張り切っている姿、ちょっぴりと緊張している姿等をご覧になれたでしょうか。
今回はクラス替え後初、または学級担任が替わってから初の参観日でしたので、学級担任
による授業の参観ではありましたが、いかがでしたでしょうか。

 
５月２０日（土）早朝より、６年保護者の皆様、PTA 理事会及び施設厚生部の皆様、及

び本校職員で PTA 作業が行われました。プールの草取り、校庭整備、玄関前駐車場土なら
しと整地、側溝の整備、樹木の剪定、廊下北側窓ふき・桟の掃除、トイレ掃除、ベルマー
ク整理等、日頃職員や児童ができない作業をテキパキと進めていただき、校舎内外があっ
という間に、きれいに整いました。本当にありがとうございました。

５月８日に児童総会が行われました。体育館で参

集しての実施は４年ぶり。児童会の歌も皆で歌うの

は久しぶり。児童会長から今年度児童会スローガン

「他学年交流を増やして、楽しい東小学校にしよう」
について話がありました。各委員会からも、一年間

の計画が発表されました。この三年間できなかった

ことが、たくさん盛り込まれたワクワクする活動内

容でした。これから一年間、児童会活動が子どもた

ちの成長の場になることを確信しました。
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風薫る好季節の中、６月３日（土）に実施されるスポーツ祭に向けて、子どもたちは元気
に練習を取り組んでいます。スポーツ祭は「日常の体育学習の成果を総合的に発表する」場
であると共に「運動すること、スポーツすることが、これまで以上さらに好きになるような子ども
たちを育てる」ことをねらいとしています。私たちの
教育は「生涯スポーツ、生涯芸術に参画できる人材を
育てる」基盤を担っています。その基盤を培うため
の、日々の学びの基本姿勢（キーセンテンス）は…… 
◇「練習」ではなく、「追究」に。  
◇「仕上げる」のではなく、「創り上げる」「積み上げる」に。  
◇うまくできないことを「叱る」のではなく、子どもの育ちを「意味づけ価値づける」に。 
子どもたちの「笑顔」と「自信」に寄り添い続けることが、まさにスポーツ祭のねらいの実

現につながっていくと思います。また、従来の学校行事に対する考え方・取組にあった「出
来栄え・見栄え重視」からの脱却を一層図っていき、「始めに到達点ありき」の活動ではなく、
子どもたち自身の追究過程を大切に考えて取り組んできています。学校行事は、あくまで
日々の授業や諸活動の延長線上にあり、子どもたちが授業で学んできたことや、学年で培って
きた表現力を発表する場として考えています。そして、子どもたちが、スポーツ祭を通して、
運動することが益々好きになることを期待しています。 

 
①「練習」ではなく、「追究」に⇒単調な繰り返しではな
く、「スピードを落とさないでカーブを曲がるにはどうする
か考える」「バトンを上手に渡すために話し合う」「ダンス
をうまく踊るために友だちと見合ったり意見を出し合った

りして工夫する」等、当日に備えて追究を続けます。 
②「仕上げる」のではなく、「創り上げる」「積み上げる」に⇒表現の構成やダンスの振り付

け等、教師の指示や示範に沿って「仕上げる」のではなく、
子どもたちと話し合いながら、考え合いながら、アイデア
を出し合って、みんなで「創り上げる」ことを追究過程で
大切にしています。また「一昨日より昨日」「昨日より今

日」「今日より明日」というように、子どもたちは頑張りを
積み上げながら当日を迎えます。「スポーツ祭が終わっ
て終わり」ではなく、今後も追究は続きます。完璧を目指

すのではなく、今までやってきたことの積み上げを自覚することを大切にします。 
③うまくできないことを「叱る」のではなく、子どもの育ちを「意味づけ価値づける」に 
⇒当日に向けて気持ちが高まるのは、「ここができるようになった」「今週はここが伸びたぞ」と

自分で自覚できるからではないかと思います。子どもたちの育ちを、友だち、教師、おうちの方
が共有し合うことによって、更なる意欲へとつながっていくように思います。 
 
東小学校のスポーツ祭は、かかわりをつなげる学びであり、教育活動そのものです。子ど

もたちの取組の姿を、意味づけ・価値づけ、子どもたちに返していきます。この追究を通じ
て、これまで以上に自分を好きになり、友
だちや仲間を好きになり、子どもたちに自
信が蓄積され、自分自身の成長を自覚し、
その笑顔こそが、私たち教職員へのご褒美
になります。皆様のご来校をお待ちしてお
ります。子どもたちの学びの成長と笑顔を
たくさん応援してあげてください。 


